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Q  町有財産を増やすことが町財政を圧迫することにつながらないのか。
A  分収林契約は立木に関するものであり、町有地である土地には及ばない。立木の維持管理に関

するものであって、町の財産を増やすということではない。

Q  国保基金が底をついた形だが、今回の12%アップでどの年度ま
で賄うのか。また、一般会計からの繰り入れはできなかったのか。
臨時交付金が用意されているが、その財源を運用できないか。

A  国保財政が基金で補うことができなくなり、26年度から増額を
お願いするものであるが、今後の見通しは不透明で、将来は赤
字となる可能性もある。一般会計からは、基準に応じて繰り入
れを行っている。臨時交付金については、制度が示された中で
検討していく。

Q  徴収についての税務課の見通しは。　
A  県と一体となって徴収を行っている。増税はとりわけ低所得者

には厳しくなるが、自主納入を促していく。
Q  これまで基金の取り崩しによって税率アップを抑えてこられた

が、本来は税率を徐々に上げていくべきではなかったか。
　　なぜ、この時期に条例を改正するのか。
A  これまで町民のご負担をできる限り回避するよう努めてきたところである。国民健康保険運営

委員会や厚生常任委員会と協議を経て、やむを得ず、今回改正をお願いすることになった。
今後は広報や各地区における説明会において、このたびの増額についてご理解をお願いして
いく。こうした時間も考慮して今回提案することとなった。

※「町有分収林」とは、林地を所有する町と造林や育林をする民間団体との間で、造林や育林
による収益を一定の割合で分割して取得することを定めた森林のことをいいます。

　平成26年4月から、山都町国民健康保険
の税率が値上げされることになりました。

①加入者の高齢化、医療の高度化が医療費の負担を
増加させている。

②国保基金を財源に国保の運営をしてきたが、基金が
減少してきた。

③国保の財政を健全化するために、値上げはやむを得
ない選択。

　　　 国保税率上がる

■ 町有分収林（文字ヶ崎造林組合管理）の立木を処分しました。

■ 提案理由

健康な町づくりを目指しましょう！！
　国保の健全な運営をしていくためには、住民の

健康意識の向上が大切です。大きな病気にならな

いように日頃から健康に心がけたり、積極的に健

診を受診するなど、病気を未然に防ぐことも、行政

と住民が協力して行えることです。若いうちから

健康づくりを意識しましょう。

一戸当たり、

約12%増 12
月
定
例
会

　
平
成
25
年
第
４
回
定
例
会
は
、12
月
５
日
に
開
会
し
、12
日
に
閉
会
し
ま
し

た
。町
議
会
議
員
改
選
後
初
め
て
の
議
会
と
な
り
、新
人
議
員
４
名
を
含
む
14

名
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
条
例
の
改
正
４
件
、補
正
予
算
２
件
、町
内
施
設
指
定
管
理
者
の
指
定
、

新
庁
舎
工
事
請
負
変
更
契
約
な
ど
に
つ
い
て
審
議
採
決
し
ま
し
た
。

（千円）
H20 H21 H22 H23 H24 H25

基金取崩額 0 100,000 100,000 50,000 125,000 150,000 
基金残高 561,815 473,700 380,013 339,059 224,286 78,146 

※ H25 は見込み

H20

600,000

基金取崩額

基金残高

基金残高と取崩額
400,000

200,000

0 H21 H22 H23 H24 H25
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平成25年度山都町一般会計補正予算

項　目 説　　明 予算額（円） 備　　考

総務費
分収林契約の解約による権利購入費
地籍調査費
地域振興費

2,067,000
2,268,000
1,500,000

分収率7：3（契約者：町）
平成26年度予定地区前倒し分
移住定住サイト構築委託料

民生費
社会福祉費
児童福祉費

32,304,000
3,232,000

介護給付、訓練等給付など
子育て支援3法に関するシステム改修委託料

（県補助）
衛生費 清掃費 4,662,000 最終処分場土地購入費

農林水産
業費 農業費 15,012,000 もみ種子色彩選別機に対する補助金（県補助）

土木費 高速道路対策費 15,000,000 高速道路北中島IC関係費
災　害
復旧費 農林水産施設災害復旧費 12,210,000 25年災害（農地10件、施設6件）

（国：880万8千円　町：164万3千円）

　　平成25年度山都町一般会計予算は、1億4200万円を追加し、総額を128億8400万円としました。
　主な事業は次のとおりです。

Q  分収林は、地元管理ができないから解約するのか。
A  地元管理が困難だから契約を解除したいという現状はある。契約を解除し町が権利を取得す      

る場合と、将来全てを伐採し再造林をしなければならない場合について十分検討を行った。
　　今回、立木の所有権を取得するべく収益の７割について計上した。
Q  移住定住サイト構築とは何か。
A  本町への移住希望者は多い。希望者が知りたい情報や、既に移住した人が発信する情報を双

方向で利用できるよう情報サイトを構築するものである。
Q  移住者はどれくらいおられるのか。
A  移住者の定義は様々であるが、40名程度と把握している。

Q  最終処分場の進捗状況は。
A  土地購入は24年度から進めており、6筆中4筆は契約済みである。残り2筆中の1筆が18名の共

有地であり、その中の6名分を今回計上した。残りは相続関係を調査中である。
Q  土地購入はこれで終わるのか。
A  相続登記が終われば終了する。
Q  工事については。
A  環境アセス、方法書、準備書を作成中であり、建設については未定である。
Q  以前、環境アセスを実施しているが、その資料は残っているのか。その継続性は。
A  継続性はない。新たに実施している。

Q  子ども・子育て支援新制度システム改修委託料の財源は。
A  国全体の取り組みであり、全額県負担である。
Q  新制度では何をするのか。
A  27年度に子育て支援制度が始まる。保育所と幼稚園を合わせた認定こども園の認定を進めた

り、待機児童の減少、保育料の管理、利用者負担区分等地域の子育ての質を高めるものであ
り、国の法整備によるシステムを改修するものである。

■ 総務費

■ 衛生費

■ 民生費
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Q  入込客が減少している。その理由を考えてほしい。役員は地域の人でなく、広く求める必要がある。委
託料の増減の理由は。

A  入込客の減少については様々な理由があると思う。今後検討していく。委託料についてはそれぞ
れ精査している。役員は、専門的な経営感覚を持った人であることが望ましいと考える。

Q  指定管理者の代表者会議はあっているのか。
A  本来必要だと思っているが、実施していない。それぞれ観光協会の役員でもあり、その場におい

て連携が図られているものと思われる。
Q  清和天文台が環境省の表彰を受けた。ひとえに館長の貢献の賜物と思われるが、残念なことに辞職

された。人件費の削減に無理があったのではないか。本来、天文台は指定管理制度になじまないの
ではないか。図書館と同様の扱いにならないのか。

A  収益事業になじまない施設は無理があ
ると思う。天文台は文化的、教育的な側
面を有している。町直営の管理について
も検討したが、地元に運営し、育ててい
ただくことが大切だと考え指定した。

Q  地域の方が熱心に取り組んでいることは
わかるが、天文台では収益は上がらな
い。図書館または外郭団体が運営するよ
うにしながら人材を育ててほしい。

A  文化を育てることも大切にしながら、
しっかりとした年度協定を締結していき
たい。 清和高原天文台

　　町の公の施設（道の駅、キャンプ場など）のうち、8施設について指定管理者の募集を行い、審査の上、
　次のとおり指定管理者を指定しました。

施設の名称 指定管理者

国民宿舎「通潤山荘」 有 限 会 社　虹の通潤館　　　　　代表取締役　工藤秀一

道の駅「通潤橋」
通潤橋資料館　虹の通潤館 一般社団法人　山都町観光協会　　　代表理事　山下泰雄

清和文楽館（清和文楽邑） 一般財団法人　清和文楽の里協会　　理事長　鈴木幸生

清和物産館（清和文楽邑） 一般財団法人　清和文楽の里協会　　理事長　鈴木幸生

清和高原天文台 一般財団法人　清和文楽の里協会　　理事長　鈴木幸生

道の駅「そよ風パーク」 有 限 会 社　そよ風遊学協会　　　 代表取締役　宮原良一

服掛松キャンプ場 N P O 法 人　 みずのとらベル隊　　  代表　宮地元

猿ヶ城キャンプ場 有 限 会 社　 興栄建設　                代表取締役　上村良美

※指定の期間は、平成26年4月1日から平成31年3月31日まで

国民宿舎「通潤山荘」・道の駅「通潤橋」「清和文楽邑」「そよ風パーク」など
公の施設の指定管理者決まる。平成26年4月から5年間の指定。
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新庁舎建設工事の変更契約を承認

Q  工事に着手する前に実施した地質土質の調査が、不十分だったのではないか。
A  もちろん事前の調査は十分でなければならないが、ボーリングの個所については、経費の面で

も検討する必要があった。十分でなかったことについては反省している。今後は変更がないよう
に十分留意していく。

Q  以前、近隣の河川を掘り下げた時の資料があれば予測できたのではないか。その事例を基に検討
は行ったのか。

A  設計の段階では、主に建物の角に当たる予定の部分を標本として、ボーリング調査を行った。岩
質は軟岩であると予想したが、掘削してみると中硬岩が露出した。河川工事の際は、大型ブレー
カーで叩いて破砕する方法によったが、今回は、できる限り騒音を最小限にとどめるように薬剤
を使用しての破砕方法を選択した。岩盤が硬かったため予定より狭い間隔で穴をあける必要が
生じ、そのため時間も費用も必要となった。

Q  予定された岩の量が予定より626㎥多くなったが、それに伴う工事費の額は。
A  直接工事費で2200万円である。
Q  ほかの工事部分を削減して変更するのではなく、当初の工事に上乗せして変更するということはでき

なかったか。
A  装飾品や、将来対応できる部分の工事について精査して、1500万円程度を目途に削減するよう

に職員に指示をして、その分を追加工事に充当することとした。改めて大型ブレーカーを追加して
投入することは騒音の面で困難なので、選択した工法による工期の延長はやむを得なかった。

Q  今後は、契約金額の増額や工期の延長はないのか。
A  契約金額について増額はない。工期については気象条件の心配はあるものの、今回ある程度

余裕を持って延長したところである。

新庁舎の基礎工事

岩掘削

　今定例会に提案された新庁舎の工事請負契約の変更については、町民の皆様の関心も大変高い
ことと思います。特に近隣の皆様には、騒音など大変ご迷惑をおかけしております。
　建設地の地盤を掘削した結果、岩盤が予想外に硬いものであったため、これを除去する追加の工
事が必要となりました。岩盤を砕く際には、岩盤に一定の間隔で穴をあけ、そこに膨張剤を注入して
破砕するわけですが、岩盤が硬かったため予定より狭い間隔での膨張剤注入が必要となり、予想を
上回る難工事となってしまいました。そのための予算と工期の延長の契約変更でした。

～竣工予定日は、平成26年12月26日に～

約1500万円の増額！
約２か月の延長！

契約額

工　期
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『
町
職
員
の
酒
気
帯
び
運
転
』

問
　
９
月
25
日
付
で
、本
人（
減
給
10
％
、６
カ
月
）、総
務
課

長（
戒
告
）に
懲
戒
処
分
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、７
月
15
日
の
報

告
か
ら
２
カ
月
経
過
す
る
間
、町
は
何
の
対
策
も
し
な
か
っ
た

の
か
。

答
　
酒
気
帯
び
運
転
被
検
挙
の
報
告
を
７
月
15
日
に
受
け

た
が
、裁
判
所
か
ら
の
略
式
命
令
が
出
る
の
を
待
っ
て
の
処
分

と
な
っ
た
。そ
の
間
、全
職
員
に
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
を
徹
底
し

た
。問

　
臨
時
議
会
を
直
ち
に
招
集
し
説
明
を
行
い
、ま
た
、職
員

に
綱
紀
の
粛
正
を
図
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

答
　
本
人
か
ら
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
後
、裁
判
に
お
い
て

事
実
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
ま
で
待
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
２
カ
月
の
間
に
、更
に
人
を
巻
き
込
む
事
故
が
発
生
し

た
ら
と
想
像
す
る
と
恐
ろ
し
い
が
、執
行
部
の
認
識
が
甘
い
の
で

は
な
い
か
。

答
　
飲
酒
運
転
は
大
き
な
社
会
問
題
で
あ
り
、お
詫
び
を
申

し
上
げ
る
。

問
　
10
月
11
日
の
臨
時
会
で
町
長
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
が
、

な
ぜ
９
月
定
例
会（
９
月
27
日
ま
で
）で
報
告
し
な
か
っ
た
の
か
。

答
　
９
月
25
日
の
処
分
後
、他
団
体
の
公
表
指
針
を
参
考
に
、

10
月
３
日
に
公
表
し
た
。

問
　
臨
時
会
で
町
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
だ
け
で
は
町
民
に

は
わ
か
ら
な
い
。広
報
の
町
長
の
コ
ラ
ム
な
ど
通
じ
て
町
民
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
飲
酒
運
転
の
根
絶
、交
通
法
規
の
順
守
に
取
り
組
ん
で

き
た
中
、誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。ど
ん
な
方
法
で
お
知

ら
せ
し
て
い
く
か
、ま
た
、二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
な
対
策
を

含
め
て
、今
後
、総
合
的
な
考
え
を
内
規
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
。問

　
職
員
を
対
象
に
飲
酒
運
転
撲
滅
の
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
が
、参
加
者
の
数
は
。

答
　
文
書
を
全
職
員
に
配
布
し
、講
習
会
を
10
月
16
日
か
ら

１８
日
に
か
け
て
実
施
し
た
。参
加
人
数
は
２
２
６
名
で
、参
加

率
は
65
％
で
あ
っ
た
。

問
　
町
長
が
言
っ
た
懲
戒
処
分
の
指
針
は
出
来
上
がっ
た
の
か
。

答
　
人
事
院
、他
団
体
の
例
を
参
考
に
、要
綱
の
見
直
し
に
つ

い
て
早
急
に
取
り
組
む
。

『
将
来
の
ま
ち
づ
く
り・
地
域
づ
く
り
』

問
　
や
ま
ト
ー
ク
、地
域
ビ
ジ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、ア
ン
ケ
ー

ト
の
違
い
と
説
明
を
。

答
　
や
ま
ト
ー
ク
は
、町
長
が
ビ
ジ
ョ
ン
を
語
り
、町
民
の
意

見
を
直
接
聞
く
会
で
あ
る
。地
域
ビ
ジ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

町
の
第
２
次
総
合
計
画
の
中
で
、地
域
の
将
来
像
を
描
く
た
め

の
方
法
で
あ
る
。ア
ン
ケ
ー
ト
は
、町
民
の
意
識
を
広
く
調
査
す

る
も
の
で
あ
る
。や
ま
ト
ー
ク
に
お
い
て
町
民
か
ら
頂
戴
し
た
意

見
は
、総
合
計
画
に
取
り
込
み
た
い
。

問
　
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
つ
い
て
、総
合
計
画
に
十
分
反

映
さ
せ
る
た
め
に
は
、時
間
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、き
っ
か
け
作
り
で
あ
り
、さ
ら
に
深

い
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
。

問
　
自
治
振
興
区
単
位
で
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、自
治
振
興

区
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

答
　
今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、地
域
の
力
を
借
り
る
こ
と

に
な
る
。条
例
・
予
算
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
地
域
の
自
立
を
目
指
す
中
で
、町
と
地
域
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
分
担
が
必
要
だ
。地
域（
振
興
区
）へ
交
付
金
を
交
付
す

る
よ
う
な
支
援
が
で
き
な
い
か
。行
政
改
革
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
が
。

答
　
自
治
振
興
区
と
区
長
制
度
も
考
え
な
が
ら
検
討
す
る

が
、予
算
枠
を
広
げ
る
こ
と
を
考
え
る
。

一　般　質　問

江藤　強

飲酒運転撲滅

地域ビジョン ワークショップ
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一　般　質　問

『
本
町
に
お
け
る
リ
サ
イ
ク
ル
と
資
源
等
の
再
利
用
』

問
　
本
町
で
は
資
源
ゴ
ミ
は
有
料
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、現
在

の
資
源
ゴ
ミ
の
売
り
上
げ
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
　
24
年
度
に
お
い
て
は
、ア
ル
ミ
缶
、空
き
瓶
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
合
わ
せ
て
６
１
８
万
円
の
実
績
で
あ
る
。

問
　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
焼
却
は
焼
却
炉
へ
の
負
担
が
大
き

く
、設
備
更
新
の
経
費
も
莫
大
で
あ
る
。今
後
、ゴ
ミ
焼
却
施
設

の
広
域
化
も
検
討
に
値
す
る
。本
町
は
現
在
、容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
な
い
が
、今
後
そ

の
予
定
は
な
い
か
。

答
　
可
燃
ゴ
ミ
の
中
に
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
約
50
％
の

割
合
で
混
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。今
後
、ゴ
ミ
の
減
量

化
に
向
け
て
、分
別
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

問
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
ゴ
ミ
が
搬
入
さ
れ
る
際
に
、搬
入

者
の
身
分
確
認
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
現
在
、身
分
確
認
は
行
っ
て
い
な
い
。

『
未
利
用
の
町
有
財
産
の
現
状
と
今
後
』

問
　
利
用
さ
れ
て
い
な
い
町
有
財
産（
施
設
）の
今
後
の
有
効

利
用
は
。

答
　
旧
学
校
跡
地
の
未
利
用
施
設
は
、教
育
委
員
会
で
管

理
し
て
い
る
。老
朽
化
が
進
む
中
で
、利
用
が
で
き
な
い
施
設
は
、

取
り
壊
し
を
考
え
て
い
る
。

問
　
地
域
に
お
い
て
未
利
用
施
設
を
活
用
す
る
場
合
に
、改

修
工
事
費
用
を
地
域
が
負
担
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。地
域

が
有
効
活
用
す
る
場
合
、地
域
へ
の
財
政
的
支
援
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

答
　
旧
学
校
跡
地
で
、町
以
外
で
利
用
さ
れ
て
い
る
施
設
に
つ

い
て
は
、改
修
費
用
は
利
用
者
に
お
い
て
負
担
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
後
、地
域
に
お
け
る
有
効
活
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、国
・

県
の
補
助
制
度
を
検
討
し
な
が
ら
、担
当
課
と
協
議
し
て
い
く
。

問
　
旧
蘇
陽
病
院
施
設
の
今
後
は
。

答
　
旧
蘇
陽
病
院
を
利
用
す
る
に
は
、多
額
の
費
用
を
要
す

る
。借
入
金
の
償
還
が
平
成
30
年
に
終
わ
る
。そ
の
後
、取
り
壊

し
を
検
討
す
る
が
、一
部
に
は
比
較
的
新
し
い
施
設
も
あ
り
、利

活
用
が
で
き
な
い
か
、地
域
の
方
と
相
談
し
て
い
く
。

『
高
速
道
路
の
開
設
へ
向
け
て
の
取
り
組
み
』

問
　
５
年
後
の
高
速
道
路
の
開
通
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
と

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

答
　
平
成
30
年
に
北
中
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
完
成
す
る
。

ス
ト
ロ
ー
現
象
で
人
が
動
く
こ
と
が
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
言
わ

れ
て
い
る
が
、そ
う
は
考
え
て
い
な
い
。次
世
代
を
担
う
子
供
を

中
心
に
、総
合
計
画
の
中
で
も
、子
育
て
支
援
、高
齢
者
の
安
全

と
安
心
を
求
め
て
い
く
。

『
通
潤
橋
の
お
客
様
に
関
す
る
今
後
の
課
題
』

問
　
通
潤
橋
の
入
込
客
は
。

答
　
入
込
客
は
、山
都
町
全
体
で
は
56
万
７
千
人
、通
潤
橋

と
そ
の
周
辺
で
は
20
万
人
で
あ
る
。

問
　
売
店
前
の
駐
車
場
を
公
園
化
す
る
と
同
時
に
駐
車
場

を
浜
町
商
店
街
に
移
設
し
、回
遊
性
を
高
め
る
な
ど
、活
性
化

の
方
策
は
。

答
　
５
年
後
を
見
据
え
て
、体
育
館
の
移
設
、駐
車
場
の
管

理
、物
産
館
の
商
品
の
見
直
し
も
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま

た
、商
店
街
の
活
性
化
検
討
委
員
会
で
も
論
議
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。さ
ら
に
は
、起
業
化
対
策
、空
き
店
舗
対
策
も
進
め

て
い
く
。

『
町
が
購
入
し
た
財
産
』

問
　「
い
こ
い
の
里
」「
ふ
れ
あ
い
の
里
」の
用
地
と
し
て
町
が

取
得
し
た
土
地
は
、今
後
ど
う
利
用
す
る
の
か
。

答
　
土
地
は
、平
成
４
年
に
購
入
し
た
。当
時
、様
々
な
計
画

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
、自
然
を
活
か
し
た
散
策
道
、体
育
館
の
移
設

等
、計
画
の
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

後藤　壽廣

旧蘇陽病院跡地
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『
山
都
町
の
教
育
』

問
　
山
都
町
の
子
ど
も
を
、ど
の
よ
う
に
育
て
た
い
か
。

答
　
心
身
と
も
に
健
全
な
子
、郷
土
を
愛
す
る
子
な
ど
、知
、

徳
、体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
子
を
育
て
る
。学
力
、道
徳
、人
権

感
覚
、体
力
の
あ
る
子
、山
都
町
を
支
え
る
子
に
期
待
し
て
い

る
。子
ど
も
は
、山
都
町
の
宝
で
あ
る
。

問
　
矢
部
高
校
の
現
状
を
見
る
に
つ

け
、町
内
の
子
ど
も
の
学
力
差
が
気
に

な
る
が
、そ
の
件
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

答
　
自
ら
の
生
き
る
力
を
つ
け
る
た

め
、小
学
校
か
ら
授
業
に
集
中
さ
せ
、

地
域
の
協
力
、基
礎
学
力
を
身
に
つ
け

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。子
ど
も

を
注
意
深
く
観
察
し
、き
め
細
か
に

指
導
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

問
　
学
力
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、

学
校
で
の
読
書
指
導
が
欠
か
せ
な
い
。

学
校
図
書
司
書
の
必
要
性
に
つ
い
て

ど
う
思
う
か
。

答
　
図
書
館
法
に
は
、整
備
充
実
を
図
る
と
し
て
い
る
。朝
読

書
の
呼
び
か
け
の
中
で
、図
書
司
書
の
配
置
、ネ
ッ
ト
の
応
用

を
求
め
て
い
る
。今
は
教
員
が
図
書
関
係
を
兼
任
し
て
い
る
。図

書
司
書
の
設
置
を
求
め
る
答
申
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、配
置
は

当
面
無
理
で
あ
る
。現
在
、町
の
図
書
館
か
ら
各
学
校
に
出
向

い
て
補
っ
て
い
る
。

問
　
学
校
の
先
生
方
の
努
力
や
、家
庭
で
補
え
な
い
部
分
を

地
域
の
力
で
支
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、地
域
力
が
学
校

に
入
る
こ
と
が
可
能
か
。

　

放
課
後
学
習
塾
な
ど
の
取
り
組
み
は
如
何
か
。

答
　
地
域
と
教
育
機
関
と
の
連
携
は
区
切
り
が
な
い
。保
育

園
、小
中
学
校
、高
校
と
の
連
携
、町
立
図
書
館
の
利
活
用
、町

文
化
祭
へ
の
参
加
、社
会
教
育
施
設
や
団
体
と
の
連
携
な
ど
の

取
り
組
み
が
あ
る
。た
と
え
ば
、婦
人
会
と
の
連
携
で
は
、小
テ

ス
ト
の
採
点
や
、読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
活

動
な
ど
、各
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

問
　
山
都
町
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
達
の
心
身
と
も
に
調
和
の

と
れ
た
成
長
が
図
ら
れ
る
た
め
に
、各
教
育
機
関
の
連
携
が
重

要
だ
と
思
う
が
、町
と
し
て
の
取
り
組
み
を
伺

い
た
い
。

答
　
こ
ど
も
の
成
長
に
切
れ
目
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

い
る
が
、と
り
わ
け
家
庭
教
育
は
重
要
で
あ

る
。日
常
の
生
活
の
中
で
の
協
力
が
必
要
で

あ
る
。

『
矢
部
高
校
の
抱
え
る
問
題
』

問
　
山
都
町
に
と
っ
て
の
矢
部
高
校
の
存
在

意
義
を
伺
い
た
い
。

答
　
町
の
活
力
面
、地
域
の
力
の
面
か
ら
も

矢
部
高
校
は
絶
対
必
要
で
あ
り
、そ
の
効
果

は
大
で
あ
る
。

問
　
同
校
へ
の
入
学
者
へ
の
働
き
か
け
と
卒

業
後
の
就
職
支
援
に
つ
い
て
、本
町
で
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を
、

本
町
の
産
業
振
興
策
と
合
わ
せ
て
伺
い
た
い
。

答
　
入
学
者
に
対
し
て
は
、す
で
に
入
学
祝
金
や
通
学
支
援
、

教
科
書
代
金
の
負
担
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。卒
業
後
の
進
路

と
し
て
は
、農
業
支
援
を
強
化
し
、若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
。

『
若
者
定
住
対
策
』

問
　
５
年
後
の
高
速
道
路
開
通
に
向
け
て
、若
者
が
外
へ
流

れ
な
い
よ
う
に
、居
住
環
境
や
子
育
て
環
境
の
整
備
な
ど
、定

住
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
に
問
う
。　

答
　
産
業（
農
林
業
）の
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
。若
者
が
住
め
る
対
策
も
進
め
て
い
く
。

一　般　質　問

吉川　美加

整備された学校図書室

緑科学科（演習林での実習）

食農科学科（保育園児との交流）

矢部高校の実習風景
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『
フ
ッ
素
洗
口
の
安
全
性
』

問
　
虫
歯
予
防
の
フ
ッ
素
洗
口
は
好
ま
し
く
な
い
。特
に
幼
児

は
誤
飲
し
や
す
い
。十
分
な
う
が
い
と
歯
磨
き
で
虫
歯
は
予
防

で
き
る
。保
護
者
に
対
し
て
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
も
十
分
説
明

し
、強
制
で
な
く
、任
意
で
あ
る
べ
き
。現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。答

　
保
育
園
児
４
歳
、５
歳
の
２
０
５
名
中
１
７
６
名
に

フ
ッ
素
洗
口
を
実
施
し
て
い
る
。強
制
で
は
な
く
、保
護
者
の
同

意
を
得
た
う
え
で
行
っ
て
い
る
。学
校
現
場
で
は
、県
教
育
委
員

会
か
ら
フ
ッ
素
洗
口
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
て
い
る
。町
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、情
報
を
発
信
し
保
護
者
の
判
断
を
求
め
て
い
る
。

フ
ッ
素
洗
口
の
現
場
は
学
校
で
あ
り
、実
施
す
る
に
当
た
り
、薬

の
調
合
、う
が
い
の
方
法
も
含
め
、現
場
で
検
討
中
で
あ
る
。

『
国
保
税
の
引
き
上
げ
』

問
　
今
回
、国
民
健
康
保
険
税
を
約
12
％
も
引
き
上
げ
た
。

独
立
採
算
制
の
特
別
会
計
で
あ
る
た
め
議
会
も
苦
渋
の
決
断

だ
っ
た
。今
後
、町
民
に
対
し
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
　
26
年
度
に
お
い
て
、国
民
保
険
税
を
約
12
％
引
き
上
げ

る
に
当
た
り
、こ
れ
ま
で
の
経
緯
等
を
含
め
、「
広
報
や
ま
と
」

及
び
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
活
用
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、各
地
区

に
お
い
て
説
明
会
を
開
き
な
が
ら
、町
民
の
理
解
を
求
め
て
い

く
。

『
教
育
問
題
』

問
　
全
国
テ
ス
ト
の
結
果
公
表
を
す
る
こ
と
は
、学
校
間
競

争
を
あ
お
り
、弊
害
が
多
く
教
育
的
で
な
い
。本
町
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

答
　
学
校
の
実
態
把
握
の
た
め
、小
学
校
６
年
生
、中
学
校

３
年
生
を
対
象
に
、国
語
、算
数
、数
学
の
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
。

文
部
科
学
省
は
10
月
21
日
に
公
表
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

る
が
、公
表
す
る
か
否
か
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。本
町
に
お
い
て
は
、現
在
公
表
し
て
お
ら
ず
、来
年
も
同

様
に
考
え
て
い
る
。

問
　
特
別
支
援
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
共
生
」で
あ
る
。被

差
別
状
況
に
あ
る
子
ど
も
を
包
み
込
む
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
考

え
は「
同
情
」と
い
う
差
別
の
か
た
ち
に
な
り
か
ね
な
い
。「
共

生
」は
対
等
の
関
係
性
で
あ
り
、対
象
者
を
中
心
に
据
え
、そ
の

内
発
的
力
を
引
き
出
し
て
周
り
と
つ
な
ぐ
同
和
教
育
の
理
念

こ
そ
大
事
で
は
な
い
か
。

答
　
本
町
で
は
、豊
か
な
成
長
、自
立
を
求
め
適
切
な
指
導

を
す
る
と
し
て
い
る
。ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
特
別
支
援
教
室
を

設
置
し
て
い
る
が
、包
み
込
む
と
い
う
考
え
方
で
は
な
く
、障
が

い
が
あ
る
人
も
、そ
う
で
な
い
人
も
共
に
支
え
あ
っ
て
い
く
こ
と
、

共
生
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

『
第
三
セ
ク
タ
ー
問
題
』

問
　
第
三
セ
ク
タ
ー
の
経
営
及
び
財
務
状
況
は
深
刻
だ
。施

設
が
老
朽
化
し
て
い
て
、今
後
多
額
の
費
用
負
担
が
待
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
財
政
負
担
の
た
れ
流
し
が
続
く
が
、ど
う
立
て

直
し
て
い
く
の
か
。

答
　
そ
れ
ぞ
れ
の
赤
字
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い

く
か
課
題
で
あ
る
。人
材
の
問
題
で
あ
り
、経
営
感
覚
の
あ
る
人

が
必
要
で
あ
る
。

一　般　質　問

中村　益行

フッ素洗口する園児
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『
新
庁
舎
建
設
』

問
　
今
回
提
案
の
工
事
変
更
契
約
に
お
い
て
、契
約
金
額
が

増
額
さ
れ
て
い
る
が
、一
方
で
床
暖
房
そ
の
他
の
費
用
を
減
額
す

る
主
旨
を
伺
い
た
い
。

答
　
多
目
的
ス
ペー
ス
に
床
暖
房
設
備
を
計
画
し
て
い
た
が
、

薪
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
に
補
助
が
つ
い
た
の
で
、こ
れ
を
外
し
た
。

ま
た
、庁
舎
内
の
装
飾
品
に
つ
い
て
は
華
美
な
も
の
は
外
す
よ

う
に
指
示
を
し
た
。

問
　
建
設
地
の
岩
盤
が
予
測
を
超
え
た
硬
さ
で
破
砕
工
法
の

変
更
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、当
初
の
地
質
調
査
で
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
の
か
。

答
　
基
礎
調
査
は
北
に
２
か
所
、南
に
２
か
所
実
施
し
て
い

る
。過
剰
投
資
に
な
ら
な
い
よ
う
に
推
定
岩
盤
を
調
査
し
た
。

『
住
民
健
診
の
時
期
』

問
　
町
内
の
住
民
健
診
は
、６
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
行
わ

れ
て
い
る
が
、清
和
地
区
が
終
わ
る
の
は
11
月
半
ば
で
あ
る
。寒

い
日
も
あ
り
、高
齢
者
に
と
っ
て
は
苦
痛
を
感
じ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。時
期
の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

答
　
清
和
地
区
は
合
併
前
か

ら
11
月
に
実
施
し
て
い
た
経
緯

が
あ
る
。指
定
さ
れ
た
地
区
で

受
診
が
で
き
な
い
と
き
は
他
の

地
区
で
受
診
す
る
こ
と
も
で
き

る
。時
期
の
見
直
し
は
受
診
率
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
、健
診
の
委
託
先
と
の
調
整
も
必
要
と
な
る
。

期
日
、地
区
、時
間
の
変
更
は
事
前
に
連
絡
し
て
も
ら
え
ば
可

能
で
あ
る
。

『
本
町
出
身
者
に
関
す
る
町
民
へ
の
情
報
提
供
は
』

問
　
正
月
の
箱
根
駅
伝
に
本
町
出
身
の
学
生
が
出
場
し
た
。

こ
れ
を
事
前
に
防
災
無
線
で
放
送
し
て
ほ
し
い
と
町
に
依
頼
し

た
が
、放
送
で
き
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。住
民
に
感
動
と
勇
気

を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
是
非
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
が
、今

後
ど
の
よ
う
な
手
続
を
と
れ
ば
よ
い
か
。

答
　
町
内
出
身
者
の
情
報
を
提
供
す
る
の
は
原
則
良
と
し

て
い
る
。放
送
に
は
、緊
急
放
送
と
普
通
放
送
が
あ
る
。普
通
放

送
は
、各
課
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
放
送
す
る
の
が
原
則
で
、個

人
が
直
接
依
頼
し
て
の
放
送
は
で
き
な
い
。こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
を
経
由
し
て
教
育
委
員
会
か
ら
の
放
送
依
頼
と
な

る
。年
末
年
始
は
録
音
で
対
応
し
て
い
る
の
で
、そ
の
場
合
は
直

接
の
放
送
と
な
る
が
、同
様
に
関
係
課
か
ら
の
依
頼
が
必
要
で

あ
る
。

『
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
』

問
　
６
月
定
例
会
で
処
理
加
工
場
の
件
に
つ
い
て
質
問
し

た
際
、今
後
検
討
委
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
が
、そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
加
工
場
に
つ
い
て
、営
農
対
策
協
議
会
、経
済
建
設
常
任

委
員
会
で
研
修
し
て
い
る
。運
営
組
織
、場
所
、規
模
等
の
検
討

課
題
が
あ
り
、現
在
、県
に
お
い
て
は
運
営
上
の
指
針
を
作
成

中
で
あ
る
。26
年
２
月
以
降
に
運
営
組
織
を
確
立
し
て
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

問
　
ま
た
、「
ペッ
ト
フ
ー
ド
用
に
処
理
加
工
し
た
ら
如
何
か
」

と
い
う
提
案
を
し
た
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。メ
ー
カ
ー
へ
の

相
談
に
行
く
な
ど
、営
業
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
用
へ
の
処
理
加
工
に
つ
い
て
は
、九
州
管

内
に
有
名
メ
ー
カ
ー
の
工
場
も
あ
る
の
で
、視
察
見
学
等
実
施

し
て
い
き
た
い
。有
害
獣
の
処
理
場
に
つ
い
て
も
、積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

『
三
大
祭
の
状
況
』

問
　
上
益
城
地
域
の
祭
り
の
紹
介
で
、山
都
町
の
祭
り
も
ラ

ジ
オ
等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、三
大
祭
の
う
ち
清
和
文
楽
の

里
ま
つ
り
だ
け
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
　
三
大
祭
で
あ
り
、均
等
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

問
　
三
大
祭
の
集
客
は
、毎
年
７
～
８
％
減
少
し
て
い
る
が
、

そ
の
原
因
は
何
か
。

答
　
他
の
自
治
体
と
の
競
合
も
あ
る
と
思
う
。こ
れ
か
ら
は
、

本
町
の
歴
史
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

一　般　質　問

藤澤　和生

清和文楽の里まつり
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　上益城郡の町議会議員研修が行われ、本町議会からも参加しました。基調講演から「防災より減災」
の考え方を学びました。昨年の九州北部豪雨災害を検証し、減災とは、施設の整備（ハード面）と非難対
策（ソフト面）が一体となって被害の最小化を目指すものということを学びました。地域の自助共助の考え
を地域住民に浸透させるためにも、情報の伝達や、日頃からの避難訓練が重要だと感じました。検証の
地域として、山都町菅地区の事例が挙げられ、災害が起きた時救出活動などに関わるのは、8割が地域
住民であることから、地域の自主防災へ向けての取り組みが始まっています。菅地区では、大学と協働し
て災害リスクマネジメントを実践し、地域で起こりうる災害に対して、災害の予想、災害時の避難経路など
を繰り返し訓練し、地域力がいざという時の
力になることを教えてくれています。日ごろのコ
ミュニケーションが、災害時の被害を最小にと
どめるカギとなりそうです。
　その後、議員の懇親を図るために予定され
ていたグランドゴルフは雨天のため中止とな
り、室内でのダーツ大会となりました。和気あい
あいとした中で、山都町議員団は見事優勝し
ました。

上益城郡町議会議員研修会

平成25年度上益城郡町議会議員研修会に参加

私
た
ち
が
新
米
議
員
で
す
！

期　　 日：平成25年11月27日（水）　
場　　所：甲佐町生涯学習センター「輝かがやき」ホール
基調講演：「九州北部豪雨災害の記録」　熊本大学客員教授　山本幸氏

　
山
都
町
の
米
の
よ
う
に
、噛
め
ば
噛
む
ほ
ど
味
の
出
る
議
員
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
山
都
町（
旧
清
和
）に
移
住
し
て
、15

年
。５
人
の
子
ど
も
を
育
て
た
経
験
か

ら
、山
都
町
の
子
ど
も
た
ち
の
育
つ
環

境
を
見
つ
め
て
い
き
ま
す
。経
済
格
差

が
学
力
格
差
に
つ
な
が
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

　
私
の
分
野
は
農
業
で
す
。農
業
を
す

る
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
、各
地
区

か
ら
人
が
い
な
く
な
る
こ
と
で
す
。地

区
を
維
持
で
き
る
人
の
確
保
を
ど
う
す

る
の
か
真
剣
に
議
論
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
頂
戴
し
ま
し
た
１
２
２
９
票
の
重
み

と
心
を
大
事
に
し
、信
頼
さ
れ
る
議
会
と

議
員
を
目
指
し
、山
都
町
の
た
め
に
、町

民
の
皆
様
の
た
め
に
、精
一
杯
頑
張
り
ま

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　「
光
陰
矢
の
如
し
」、「
一
寸
の
光
陰
軽

ん
ず
べ
か
ら
ず
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。与
え
ら
れ
た
四
年
間
町
民
の
皆
様

の
声
を
町
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
回
り

道
で
も
よ
り
多
く
の
人
と
語
り
、ふ
れ

合
い
、学
び
た
い
で
す
。

1番議員
吉川 美加

3番議員
飯星 幹治

2番議員
藤原 秀幸

4番議員
後藤 壽廣
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議会だより山都は環境保護印刷の
「水なし印刷」で印刷しています。
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熊
日
元
日
号
で「
こ
こ
で
生
き
る
幸
せ
」と
い
う
特
集
記
事
を
読
み
ま
し
た
。人
口
減
少
で

活
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
地
方
に
お
い
て
、元
気
を
出
し
て
い
る
地
域
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し

た
。山
都
町
か
ら
は
元
気
な
女
性
集
団「
山
都
の
や
ま
ん
ま
の
会
」が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、新
春

か
ら
山
都
町
の
良
い
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
し
た
。田
舎
と
言
う
と
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
き
ま
と
い

が
ち
で
す
が
、田
舎
な
ら
で
は
の
自
然
や
食
の
豊
か
さ
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
豊
か
さ
を

前
向
き
な
力
と
し
て
、山
都
町
に
住
む
私
た
ち
が
幸
せ
を
感
じ
る
町
づ
く
り
を
目
指
し
た
い

も
の
で
す
。5
年
後
に
開
通
す
る
高
速
道
路
も
、こ
こ
に
住
む
幸
せ
を
実
感
す
る
た
め
の
好
条

件
と
な
る
よ
う
活
用
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。熊
本
県
で
は「
し
あ
わ
せ
部
」が
創
設
さ
れ
、

人
気
者
の
く
ま
モ
ン
が
部
長
に
就
任
し
ま
し
た
。山
都
町
に
住
む
私
た
ち
が
幸
せ
を
感
じ
る

町
に
す
る
た
め
に
ま
ず
は
笑
顔
か
ら
。「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」で
す
。

（
広
報
委
員
長　

吉
川　

美
加
）

議長/中村一喜男 吉川　美加、後藤　壽廣、赤星喜十郎、江藤　強、飯星　幹治

編

後
集

記

山都町議会新体制でスタート！

常任委員会等の構成と主な役職
総務常任委員会

(長) 中村　益行 田上　聖 吉川　美加
議会運営委員会

(長) 稲葉　富人 中村　益行 藤澤　和生
(副) 赤星喜十郎 江藤　強 (副) 赤星喜十郎 工藤　文範 後藤　壽廣

経済建設常任委員会
(長) 工藤　文範 藤川　憲治 藤原　秀幸

監査委員（議選） 赤星喜十郎
(副) 稲葉　富人 飯星　幹治

厚生常任委員会
(長) 藤澤　和生 中村一喜男 上益城広域連合議員 中村一喜男　藤澤　和生
(副) 後藤　壽廣 佐藤　一夫 上益城消防組合議員 田上　聖　　江藤　強

 発行責任者  議会広報委員

議　長：中村　一喜男　　副議長：佐藤　一夫

　皆さんに、議会をより身近に感じて頂けるような紙面作りを
してまいりますので、よろしくお願い致します。

広報委員長：吉川　美加　
副 委 員 長：後藤　壽廣
編 集 委 員：赤星喜十郎、江藤　強、飯星　幹治

私たちが、新しい広報委員です。


